
きょうと地域連携交付金　自己評価調書（令和5年度分）

　団体名： 大山崎町
（千円）

交付金
充当額

1
地域づくり連
携推進事業

防災
LINEを活用した防災・防
犯情報発信事業

【事業の目的】
・防災・防犯情報発信システムによる情報発信方法として、
メール・電話・FAXで運用してきたが、町の公式LINEアカウント
による発信方法を追加し、多様なチャンネルから、より多くの
住民に対して必要な情報を逸早く届ける。

【事業の内容】
・町の公式LINEアカウントから防災・防犯情報を即時発信す
る。

231 115
・町公式LINEによる防災・防犯情報の
発信　99件

・従来からのメール等による情報配信
に加えてLINEによる情報発信も開始し
たことで、住民が災害情報を得やすい
環境づくりの促進に繋がった。
また、町公式LINE登録者について、新
たな層の獲得にも繋がった。

2
地域づくり連
携推進事業

環境
町立小中学校給食残渣リ
サイクル化収集業務委託
事業

【事業の目的】
・学校給食の調理くず、食品残渣等を資源化することで、可燃
ごみを削減するとともに、児童生徒に食の循環や「もったいな
い」の意識を伝え、児童生徒の情操教育に繋げる。

【事業の内容】
・町立小中学校において週3回、学校給食の残渣をリサイクル化
することで、処分時に排出される二酸化炭素を軽減する。
・残渣の保管するためのダストピットを設置する。

722 361
・年間の残渣回収量
　小学校計　3,120kg
　中学校計　2,230kg

・学校給食の調理くず、食品残渣等を
資源化し、処分時に排出される二酸化
炭素を軽減することで、本町が目指す
「環境のまち」を推進することができ
た。
また、児童生徒に食の循環や「もった
いない」の意識を伝えることで、食育
をはじめとした情操教育にも繫がっ
た。

3
地域づくり連
携推進事業

地域・
産業創
造

フェンシング競技普及事
業

【事業の目的】
・町主催のフェンシング天王山カップの開催や各種団体の日頃
の練習のための貸し出し等に活用する。

【事業の内容】
・大山崎町体育館に備えるフェンシング競技用具を整備する。

2,235 619
・フェンシングの競技用具として、審
判器フルセット、リールセット、表示
灯、アルミピストを整備　1セット

・フェンシングの町として、京都府大
会のみならず、近畿大会、全日本大
会、国体予選といった大会が町体育館
で毎月1回程度開催され、大会で使用で
きる競技用具として、競技運営の充実
に繋がった。
また、一般住民や各種団体の練習の際
にも、自由に利用できるため、フェン
シング競技の普及にも繋がった。

4
地域づくり連
携推進事業

防災 自主防災組織補助事業

【事業の目的】
・自主防災組織の育成及び活動の促進を図り、地域の防災力を
向上させる。

【事業の内容】
・自主防災活動を行う自主防災組織に対して補助金を交付す
る。

412 206
・自主防災組織に対して、補助金を交
付　8件

・自主防災組織の運営、防災勉強会、
防災知識の普及啓発、防災資機材等の
整備等の自主防災組織の活動に対し補
助金を交付することで、自主防災組織
の育成及び活動の促進し、地域の防災
力を向上に繋がった。

No
自己評価

（事業の効果等）
事業種別 分野 事業名

事業費
（実績額）

事業の概要
事業の実施状況
（主な実績等）



5
地域づくり連
携推進事業

防災
大山崎町防災子ども安全
まちづくり計画

【事業の目的】
・避難路及び通学路の側溝を暗渠化することで路肩を有効活用
し、歩行空間の拡幅を行い安全な避難路を確保する。
・路肩のカラー舗装により歩行者の安全を確保する。

【事業の内容】
・避難路及び通学路の側溝暗渠化の詳細設計の作成
・路肩のカラー舗装

23,817 2,613

・令和5年度からの5箇年計画として、
避難路および通学路の側溝の暗渠化に
かかる整備計画を策定

・路肩のカラー舗装　延長195.9m

・避難時や通学時での歩行者の安全対
策として、側溝の暗渠化の整備計画を
策定し、また路肩のカラー舗装を実施
することで、地域全体の計画的な道路
環境や安全対策の向上に繋がった。

6
地域づくり連
携推進事業

子育て
応援

町立保育所子育て環境充
実事業

【事業の目的】
・施設の老朽化が進む中、経年劣化している設備を更新し、施
設の安全性や耐久性の確保と良好な保育環境を維持すること
で、子育て環境の充実を図る。

【事業の内容】
・老朽化した施設設備の更新
・遊具点検の実施

634 317

・給食調理室のグレーチングを修繕

・遊戯室の床の修繕

・遊具安全性の点検を実施（町立全保
育所）

・各町立保育所の施設の安全性や耐久
性の確保と良好な保育環境の維持・促
進に繋がった。

7
地域づくり連
携推進事業

子育て
応援

民間保育所保育環境整備
支援事業

【事業の目的】
・待機児童の解消を図るとともに、保育サービスの充実を図る
ことで子育てしやすい環境づくりを促進する。また民間保育所
の防犯対策に対しても補助を行うことで、安心・安全な子育て
環境の促進を図る。

【事業の内容】
・町が補助金を交付する民間保育所が実施する一時保育事業に
対して、新たに0歳児にかかる利用実績に応じた加算も新設し、
補助の拡充を行う。
・民間保育所の保育室に設置する防犯対策に対し、新たに補助
を行う。
・保育人材の確保を行う。

23,643 1,297

・民間保育所の防犯対策に必要となる
経費の一部について補助金を交付　1件

・民間保育所の一時預かり事業の拡充
に必要となる経費の一部について補助
金を交付　1件

・町独自に保育士の配置基準を引き上
げている公立保育所と同等の保育環境
を整備するために、必要となる経費の
一部について補助金を交付　1件

・民間保育所が持続的に事業を継続で
きるよう支援を行い、防犯対策、一時
保育事業、人材確保による保育サービ
スの充実を図り、本町が目指す「子育
てのまち」を推進することができた。

8
地域づくり連
携推進事業

子育て
応援

GIGAスクール促進事業

【事業の目的】
・GIGAスクール構想にかかる環境整備を促進する。

【事業の内容】
・1人1台端末を用いた学力テストや日々の授業において、安定
した教育ICT環境を維持するため学習系ネットワークの回線を増
強
・教育環境を適正に保つため、急な故障等により授業に支障を
きたすことのないよう。端末の故障等に備えた予備機の修繕

1,149 574

・学習系ネットワークの回線を増強

・公立小中学校における1人一台端末の
修繕
　小学校計　21台
　中学校計　 6台

・GIGAスクールの促進に必要な教育環
境の充実を図ったことで、ICTを活用し
た学習活動を充実させることができ、
児童生徒の学び方の変革に繋がった。

9
地域づくり連
携推進事業

環境 環境対策推進事業

【事業の目的】
・町が掲げる「住民参加で脱炭素」のスローガンの実現のた
め、町域から排出される温室効果ガスの削減を図り、総合的な
環境対策を推進する。

【事業の内容】
防鳥用ごみネットや生ごみ処理機の購入補助

513 256

・防鳥用ごみネットの購入経費の一部
について補助金を交付　9件

・家庭用生ごみ処理機の購入経費の一
部について補助金を交付　14件

・防鳥用ごみネットの購入を補助する
ことで、ごみの散乱等の対策の促進に
繫がった。
・家庭用生ごみ処理機の購入を補助す
ることで、家庭から排出される可燃ご
みの削減に繋がった。



10
地域づくり連
携推進事業

環境先
進地

花と緑のまちづくり事
業・大山崎町アップサイ
クル事業―古着に花が咲
く―

【事業の目的】
・まちに花や緑を増やし、豊かな自然や住民の環境に対する意
識を育むために「花と緑のまちづくり事業」を展開。さらに、
町内各施設で古着回収ボックスを設置し、回収した古着をポリ
エステル培地に変える「アップサイクル事業」により、花と緑
のまちづくりを推進する。

【事業の内容】
・ガーデニングフォトコンテストやガーデニング教室を開催す
るとともに、ATVKのオープニングイベントにアップサイクル事
業に関する展示を行い、町の活動をPRする。

414 122

・フォトコンテストを開催し、9名の方
から15作品のエントリーがあり、上位3
名を表彰した。

・ガーデニング教室を、秋と春の2回開
催し、計103名の住民が参加した。

・ATVKのオープニングイベントにおい
て、古着をポリエステル培地にアップ
サイクルする事業に関して展示を行っ
た。

・新たに取組を開始した古着をポリエ
ステル培地に変える「アップサイクル
事業」により住民の環境に対する意識
を育むことができ、さらにガーデニン
グ教室では、実際にその培地を活用す
ることで花と緑のまちづくりの取組に
も繋がり、「住民参加で脱炭素」の取
組が推進できた。

11
地域づくり連
携推進事業

文化振
興

天王山ハイキングコース
補修事業

【事業の目的】
・天王山ハイキングコースを整備し、ハイカーの安心安全を守
り、住民に身近な魅力ある天王山とする。

【事業の内容】
・天王山ハイキングコース通行に支障をきたしている樹木を伐
採する。

1,527 763
・天王山ハイキングコースの通行に支
障をきたしている樹木や倒木などを伐
採した　約30本

・天王山ハイキングコース通行に支障
きたす倒木等の伐採を行うことで、ハ
イカーの安心・安全を確保し、より多
くの方に天王山を満喫してもらうこと
ができた。


